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胎 文 事 査 結 果 の 要 旨
本邦おいては,急速な高齢化率の上昇に伴い認知症高齢者の増加という重要な問題が
生じており,その早急な対応 ･対策の必要性が叫ばれている｡その静知症と口腔内の関
連性を明らかにする臨床研究はこれまで数々報告されてきたが,基礎的研究分野におけ
る報告は数少ない｡
本研究は,歯牙喪失後の実験動物の嘆合支持の回復が空間記憶に及ぼす影響と,大脳
海馬の錐体神経細胞の分布密度の変化を分析したものである｡その結果,抜歯による長
期間の嘆合支持の喪失は,.記憶獲得能力と記憶再生能力の両者に障害を惹起することが
明らかとなった｡また,臼歯抜歯の結果,海馬 (CAl,CA3)の錐体細胞の分布密度の
低下がみられた｡一方,校合支持の回復のため,抜歯後に義歯を装着することにより,
記憶獲得能力と記憶再生能力の障害の程度が軽減された｡さら~に義歯の装着により,港
馬CAlの錐体細胞密度の減少は有意に抑制された｡
以上の結果札 白歯喪失後の空間記憶を含む高次脳の器質的･機能的変化が義歯装着
による嘆合支持の回復によって抑制されることを示唆しており,補綴治療による攻合支
持の回復が患者に及ぼす影響を検討する上で重要な知見を与えるものである｡よって本
論文は博士 (歯学)の学位授与に値すると判定した｡
